
平成24年 6月 5日

株　主　各　位

連　結　注　記　表

個　別　注　記　表

第　2　期

（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）

第2回定時株主総会招集ご通知に際しての

インターネット開示事項

「連結注記表」および「個別注記表」につきましては、法令お
よび定款第15条の定めに基づき、インターネット上の当社ウェ
ブサイト（http://www.hd.jx-group.co.jp/ir/stock/meeting/）に
掲載することにより、株主の皆様に提供しております。



１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

 (1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の数　　134社

　主要な連結子会社の名称

　　ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社、ＪＸ日鉱日石開発株式会社、ＪＸ日鉱日石金属株式会社、

　　パンパシフィック・カッパー株式会社、株式会社ＮＩＰＰＯ、東邦チタニウム株式会社

② 主要な非連結子会社の名称　　志布志石油備蓄株式会社

（連結の範囲から除いた理由）

　非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、純損益（持分相当額）および利益剰余金（持分

相当額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていません。

③ 連結の範囲の変更

　Caserones Finance Netherlands B.V.、JX Nippon Finance Netherlands B.V.およびＪＸ金属プレシジョンテクノ

ロジー株式会社は新設のため、三共油化工業株式会社および三友電子工業株式会社は重要性が増したため、Nippon

Papua New Guinea LNG LLCは株式の追加取得により、いずれも連結の範囲に加えました。

　日本パプアニューギニア石油株式会社およびMerlin Petroleum Companyは、株式の追加取得により持分法適用の関

連会社から連結子会社となりました。

　日鉱不動産株式会社はＪＸ日鉱日石不動産株式会社（旧新日石不動産株式会社）と合併したため、新日石液晶（蘇

州）有限公司ほか２社は清算したため、いずれも連結の範囲から除外しました。

 (2) 持分法の適用に関する事項

① 持分法適用の非連結子会社の数   ２社

　持分法適用の非連結子会社の名称

　　新水マリン株式会社、グローブエナジー株式会社

② 持分法適用の関連会社の数     　30社

　主要な持分法適用の関連会社の名称

　　アブダビ石油株式会社、合同石油開発株式会社、LS-Nikko Copper Inc.、Minera Los Pelambres

③ 持分法適用の範囲の変更

　日本パプアニューギニア石油株式会社およびMerlin Petroleum Companyは、株式の追加取得により持分法適用の関

連会社から連結子会社となりました。

④ 持分法を適用していない非連結子会社および関連会社（西部日曹株式会社等）は、それぞれ純損益（持分相当額）お

よび利益剰余金（持分相当額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がありません。

⑤ 持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各社の事業年度に係る計算書類を使用してい

ます。

 (3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、日本ベトナム石油株式会社等の日本法人８社およびJX Nippon Exploration and Production 

(U.K.) Ltd.等の海外法人39社の決算日は12月31日です。

　これらの会社の決算日と連結決算日との差異は３ヵ月以内であることから、当該連結子会社の事業年度に係る計算

書類を基礎として連結を行っています。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調

整を行っています。

 (4) 会計処理基準に関する事項

① 重要な資産の評価基準および評価方法

・たな卸資産 主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）を採用しています。

・有価証券

　ア．満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）を採用しています。

　イ．その他有価証券

　　　　時価のあるもの 連結決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しています。

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法に

　より算定しています。）

　　　　時価のないもの 主として移動平均法による原価法を採用しています。

・デリバティブ取引により生じる正味の債権および債務 時価法を採用しています。

連 結 注 記 表
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

・有形固定資産（リース資産を除く）

主として定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

建物、構築物および油槽 　2～50年

機械装置および運搬具　 　2～20年

・無形固定資産（リース資産を除く）

主として定額法を採用しています。なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間

（５年）に基づき、鉱業権については主として生産高比例法で償却しています。

・リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。なお、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。

③ 重要な引当金の計上基準

・貸倒引当金

　　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

　　権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

・災害損失引当金

　　東日本大震災に伴う復旧費用等の支出に備えるため、その見積り額を計上しています。

・退職給付引当金

　　従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、当

　　連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しています。なお、過去勤務債務は、その発生連結

　　会計年度の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として５年）による定額法により費用処理していま

　　す。また、数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

　　（主として５年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生連結会計年度の翌連結会計年度から費用処理

　　しています。

・修繕引当金

　　将来の修繕費用の支出に備えるため、消防法により定期開放点検が義務づけられた油槽、製油所の機械装置およ

　　び船舶等に係る点検修理費用を期間配分し、当連結会計年度に対応する額を計上しています。

④ その他連結計算書類作成のための重要な事項

・外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準

　　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しています。

　　また、在外子会社等の資産および負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算しています。なお、収益

　　および費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定および少数株

　　主持分に含めています。

・重要なヘッジ会計の方法

　　繰延ヘッジ処理を採用しています。なお、為替予約および通貨スワップについては、振当処理の要件を満たして

　　いる場合は振当処理を、金利スワップについては、特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用してい

　　ます。

・消費税等の会計処理 税抜方式によっています。

・連結納税制度の適用 連結納税制度を適用しています。

・探鉱開発投資勘定の会計処理

　　石油・天然ガスの探鉱開発事業において、鉱区取得費、探鉱費、開発費および生産開始までの期間の支払利息等

　　を計上しています。生産開始後、主として生産高比例法により投下した事業費等を回収しています。

 (5) のれんの償却方法および償却期間

のれんは、その効果が発現すると見積もられる期間にわたって均等償却しています。

２．表示方法の変更に関する注記

　流動負債の｢その他の引当金｣は、従来、連結貸借対照表上、流動負債の｢その他｣に含めて表示していましたが、重

要性が増したため、当連結会計年度より、流動負債の｢その他の引当金｣として表示しています。なお、前連結会計年

度における流動負債の｢その他｣に含まれる｢その他の引当金｣は、46,465百万円です。
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３．連結貸借対照表に関する注記

 (1) 担保に供している資産および担保に係る債務

① 担保に供している資産

　有形固定資産 ・・・・・・・・・・ 709,389 百万円

　現金および預金 ・・・・・・・・・・ 23,020 百万円

　その他 ・・・・・・・・・・ 17,577 百万円

上記のほか、連結処理により相殺消去されている連結子会社株式66,357百万円を担保に供しています。

② 担保に係る債務

　未払金 ・・・・・・・・・・ 147,460 百万円

　長期借入金（１年内返済予定のものを含む）・・・・・ 54,132 百万円

　その他 ・・・・・・・・・・ 3,027 百万円

なお、担保に供している資産に対応する債務には、②のほか、取引保証822百万円および関係会社等の借入金19,747百万

円があります。

 (2) 有形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・ 3,458,856 百万円

 (3) 保証債務

　連結子会社以外の会社等の金融機関借入等に対する保証等 74,059 百万円

　従業員の借入金（住宅資金）に対する保証 7,003 百万円

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

 (1) 発行済株式の種類および総数 普通株式 ・・・・ 株

 (2) 剰余金の配当

① 配当金支払額

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

普通株式 19,919 8.0

普通株式 19,919 8.0

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

普通株式 利益剰余金 19,919 8.0

５．金融商品に関する注記

 (1) 金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入や社債発行）を調達しています。一時的な

余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入、コマーシャル・ペーパーにより調達し

ています。デリバティブは、実需の範囲内で利用しており、投機的な取引は行わない方針です。

 (2) 金融商品の時価等に関する事項

　平成24年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については次のとおりです。

（単位：百万円）
連結貸借対照
表計上額 時価 差額

①受取手形および売掛金 1,308,111 1,308,111 －

②投資有価証券　 208,475 208,475 －

③支払手形および買掛金 917,955 917,955 －

④短期借入金（*1） 546,219 546,219 －

⑤コマーシャル・ペーパー 404,000 404,000 －

⑥未払金 707,596 707,596 －

⑦長期借入金（*1） 1,080,741 1,096,197 15,456

⑧デリバティブ取引（*2） 7,065 (8,690) △ 15,755

（*1）１年内返済の長期借入金は、⑦長期借入金に含みます。

（*2）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

　　　いては(  )で示しています。

(注1) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券およびデリバティブ取引に関する事項

①受取手形および売掛金、③支払手形および買掛金、④短期借入金、⑤コマーシャル・ペーパー並びに⑥未払金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってい

　ます。

平成24年６月27日
定時株主総会 平成24年３月31日 平成24年６月28日

平成23年11月４日
取締役会 平成23年９月30日 平成23年12月６日

決議予定 基準日 効力発生日

平成23年６月27日
定時株主総会 平成23年３月31日 平成23年６月28日

2,495,485,929

決議 基準日 効力発生日
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②投資有価証券

　時価については、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格に

　よっています。

⑦長期借入金

　時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値によ

　り算定しています。

⑧デリバティブ取引

　商品、為替等の先物市場価格並びに取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しています。

(注2) 非上場の株式および債券（連結貸借対照表計上額 338,699百万円）については、市場価格がなく、かつ将来キャッシ

ュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難であると認められるため、②投資有価証券

には含めていません。

６．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 ・・・・・・ 701 円 31 銭

１株当たり当期純利益 ・・・・・・ 68 円 60 銭

７．その他の注記

 (1) 連結損益計算書に関する注記

災害損失戻入益は東日本大震災によるものであり、その内訳は次のとおりです。

　災害損失引当金戻入額 21,723 百万円

　休止期間中の固定費等 △14,503 百万円

計 7,220 百万円

 (2) 会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

　当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しています。
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個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（１）資産の評価基準および評価方法
有価証券
子会社株式および関連会社株式 ・・・ 移動平均法による原価法
その他有価証券
　　時価のあるもの ・・・ 決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理しています。また、評価差額
　の算出の基礎となる取得原価は、移動平均法により算定しています。）

　　時価のないもの ・・・ 移動平均法による原価法

（2）デリバティブ等の評価基準および評価方法
デリバティブ ・・・ 時価法

（3）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産(リース資産を除く） ・・・ 定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりです。
建物および構築物　2年～40年

無形固定資産（リース資産を除く） ・・・ 定額法
　なお、ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基
　づいています。

リース資産 ・・・ リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

（4）引当金の計上基準
賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。

（5）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
①繰延資産の処理方法
　社債発行費は、支出時の費用として処理しています。

②ヘッジ会計の方法
　原則として繰延ヘッジ処理によっています。ただし、特例処理の要件を満たす金利スワップ取引については、特例処理
によっています。

③消費税等の会計処理方法
　消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっています。

④連結納税制度の適用
　連結納税制度を適用しています。

２．貸借対照表に関する注記
（１）担保に提供している資産
①担保提供資産
関係会社株式 ・・・ 59,186 百万円
投資有価証券 ・・・ 3,953 百万円

②上記に対する債務
関係会社の未払金 ・・・ 11,920 百万円
関係会社の借入金 ・・・ 360 百万円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 ・・・ 6,441 百万円

（3）保証債務
借入保証 196,742 百万円
取引保証他 235,881 百万円
　計 432,623 百万円

（4）関係会社に対する金銭債権および金銭債務（区分表示したものを除く）
短期金銭債権 ・・・ 7,661 百万円
長期金銭債権 ・・・ 　　　　　- 百万円
短期金銭債務 ・・・ 16,961 百万円
長期金銭債務 ・・・ 12 百万円

３．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業収益 ・・・ 36,018 百万円
営業費用 ・・・ 4,651 百万円
営業取引以外の取引高 ・・・ 16,119 百万円
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４．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類および株式数

普通株式 ・・・ 5,595,956 株

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産および繰延税金負債の発生の原因となった主な項目は次のとおりです。

（単位：百万円）
（繰延税金資産）
賞与引当金 138
未払事業税 163
繰延ヘッジ損益 89
投資有価証券 2,685
その他 226
繰延税金資産小計 3,301
評価性引当額 △2,755

繰延税金資産合計 545

（繰延税金負債）
土地 248
固定資産圧縮積立金 935
投資有価証券 13,435
その他 7

繰延税金負債合計 14,625
繰延税金負債の純額 14,080

６．リースにより使用する固定資産に関する注記
　貸借対照表に計上した固定資産のほか、車両運搬具の一部について、所有権移転外ファイナンスリース契約により使用して
います。

７．関連当事者との取引に関する注記
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取引条件および取引条件の決定方針等
(注1)

(注2)
(注3) 吸収分割についての詳細は、「8.企業結合等に関する注記」に記載しています。
(注4)

(注5)
(注6)

(注7)

８．企業結合等に関する注記
共通支配下の取引等
JX日鉱日石エネルギー株式会社からの一部事業の承継にかかる吸収分割
（1）対象となった事業の名称およびその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称および取引の
　　目的を含む取引の概要
　①対象となった事業の名称およびその事業の内容
　　　りそな・マルハビルにかかるビル資産保有事業

　②企業結合日
　　　平成23年12月1日

　③企業結合の法的形式
　　　JX日鉱日石エネルギー株式会社を分割会社とし、当社を承継会社とする吸収分割

　④結合後企業の名称
　　　結合当事企業の名称変更はありません。

　⑤取引の目的を含む取引の概要
　　　JXグループ全体に関連する本社ビル等の共通資産については、当社が所有することで有効活用を図るとともに、予定
　　　している再開発事業を当社が事業主体として効率的に進めることを目的として、同事業を会社分割により当社が承継し
　　　ました。

（2）実施した会計処理の概要
　「企業結合に係る会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）および「企業結合会計基準および事業分離等
会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配下の取引として処
理しています。
　なお、本会社分割により承継する資産および負債は42,167百万円です。

９．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 ・・・ 506円22銭
１株当たり当期純利益 ・・・ 1円74銭

１０．その他
会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用
　当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に
関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計
基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しています。

外部金融機関等よりの借入、コマーシャルペーパー・社債の発行等により調達した資金を、資金調達コストを勘案した
利率により貸付を行っています。

グループの資金取引として、当社はJX日鉱日石ファイナンス株式会社より、必要な事業資金を借入するとともに、余裕
資金の預入れを行っています。借入利率および預入利率とも市場金利を勘案して合理的に決定しています。また、短
期のグループ資金取引については、貸付と預入をネット表示しています。

当社の運営に必要な経費につき、中核事業会社（JX日鉱日石エネルギー株式会社、JX日鉱日石開発株式会社およ
びJX日鉱日石金属株式会社）がその事業規模等に応じて経営管理料として負担しています。
なお、期末残高には消費税等を含めています。
JX日鉱日石エネルギー株式会社の原油購入等につき、取引保証を行ったものであり、保証料は受領していません。

各社の金融機関借入等について債務保証等を行ったものであり、保証料については取引実勢に基づき合理的に決定
しています。
JX日鉱日石金属株式会社の借入金につき、借入保証を行ったものであり、保証料は受領していません。
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